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福重 智寛さん
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令和2年度 事業報告
令和3年度 事業計画

新組合長挨拶・新役員紹介

07 新総代紹介

事業紹介

令和２年７月豪雨
災害から一年

新入職員紹介

診療所だより
暑さから牛を守りましょう

６じクッキング
マヨネーズソースで食べる
トマトのカップサラダ

上： 朝一番にドアを解放。ストレスフリーな環境で自由に走り回ります

た
く
さ
ん
の
「
こ
だ
わ
り
」

　我
先
に
と
、
放
牧
場
の
雑
木
林
ま
で

駆
け
抜
け
て
い
く
鶏
の
姿
が
ま
る
で

レ
ー
ス
の
よ
う
だ
と
メ
デ
ィ
ア
か
ら
注

目
さ
れ
る
自
然
放
牧
場
お
多
福
た
ま

ご
。「
良
い
飼
料
や
環
境
を
作
れ
ば
、

生
ま
れ
る
卵
も
良
い
も
の
に
な
る
」
と

給
餌
す
る
発
酵
飼
料
は
す
べ
て
手
作

り
。
自
然
放
牧
や
飲
み
水
に
同
町
の
湧

き
水
を
使
用
す
る
な
ど
、
鶏
が
の
び
の

び
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
大
切
に
育
て
て

い
ま
す
。

試
行
錯
誤
の
末
に

　飲
食
店
勤
務
の
経
験
が
あ
っ
た
福
重
さ

ん
は
、
汎
用
性
が
高
い
卵
に
着
目
。「
自

分
に
し
か
作
れ
な
い
も
の
を
」
と
採
卵
経

営
を
始
め
ま
し
た
。「
生
活
に
溶
け
込
み

や
す
い
鶏
卵
に
ど
の
よ
う
に
付
加
価
値
を

つ
け
ら
れ
る
か
試
行
錯
誤
し
た
」
と
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。
農
業
未
経
験
か

ら
、
本
を
頼
り
に
独
学
で
作
業
を
学
び
、

経
営
方
法
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

選
び
ぬ
か
れ
た
素
材
を
使
っ
て

　手
作
り
の
発
酵
飼
料
は
材
料
を
厳
選

し
、
有
機
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
米
ぬ
か
や

穀
物
、
野
菜
、
天
然
魚
、
地
元
産
の
木
炭

や
竹
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
を
使
用
。「
安
全
安

心
で
雑
味
の
な
い
卵
」
に
な
る
よ
う
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。「
コ
ス
ト
も
労
力
も
か

か
る
が
、
安
定
的
に
産
卵
で
き
る
最
良
・

最
善
な
経
営
を
常
に
考
え
て
い
る
」
と
力

強
く
話
し
ま
す
。

日
常
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に

　育
て
た
卵
は
、
食
や
健
康
に
関
心
の
高

い
病
院
や
飲
食
店
に
卸
す
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
受
注
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
お
客
さ
ま
か
ら
『
他
の
卵
は

食
べ
ら
れ
な
い
』と
い
う
、う
れ
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。
日
常

に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

加
工
品
も
充
実

　同
社
で
は
卵
の
他
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
パ

ン
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

加
工
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。「
自

家
産
卵
の
味
を
最
大
限
生
か
し
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。中
で
も
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
、ヘ
ル
シ
ー

で
体
に
良
い
も
の
を
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
、
ブ
ド
ウ
酢
な
ど
を
使
用
。
女
性
客
か

ら
は
「
フ
ル
ー
テ
ィ
で
さ
わ
や
か
な
酸
味

を
楽
し
め
る
」
と
好
評
で
す
。

　「手
間
暇
か
け
て
育
て
た
卵
は
、
雑
味

の
な
い
昔
な
つ
か
し
の
味
。
多
く
の
人
に

手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い
が
あ

ふ
れ
ま
す
。

フォトグラファー 土居　敦

表紙撮影者
「安全安心で健康なものを届けたい」と丹精込
めて作られた「お多福たまご」が贅沢に使用され
た「走る鶏のマヨネーズの詰め合わせセット」を
10名様にプレゼントいたします。応募の詳細に
ついては16ページに掲載しております。

ページ

目次

第１回 通常総代会04特集①

特集②

下： 「日本一安全安心な卵を目指します」と話す福重さん

愛読者プレゼント

６じ
クッキング

福 重  智 寛さん（33）
湧水町米永で成鶏・雛合わせて約450羽を飼養。
妻・ひとみさんと採卵鶏の飼養・加工品の製造、販売を行う。
電話：080-1727-6113
https://otafukutamago.com

ふく　しげ　   とも　 ひろ
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農作物共済

全
議
案
を
可
決・承
認　第

１
回
通
常
総
代
会
を
令
和
３
年
６
月
22
日
、

本
所
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
書
面
で
の
参
加
を
お
願
い
し
、

各
地
区
の
総
代
代
表
８
名
の
本
人
出
席
で
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　中
間
幸
敏
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長

に
鹿
児
島
市
喜
入
町
の
堀
之
内
薫
総
代
を
選
出

し
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
や
附
帯
決
議
な
ど

全
13
議
案
を
上
程
し
ま
し
た
。

特集①

第
１
回
通
常
総
代
会

令和２年度事業報告及び令和3年度事業計画

承
認
さ
れ
た
議
案

第
1
号
議
案

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
・
財
産
目
録
・

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰
余
金
処
分
案

及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
３
年
度
事
務
費
賦
課
額

及
び
徴
収
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
３
年
度
役
員
報
酬
及
び
各
委
員
等

報
酬
並
び
に
顧
問
報
酬
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

特
別
積
立
金
取
崩
し
の
承
認
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

令
和
３
年
度
家
畜
診
療
所

診
療
料
金
設
定
の
承
認
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

余
裕
金
の
預
入
れ
先
金
融
機
関
の

承
認
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
承
認
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
及
び
家
畜
診
療
所

運
営
委
員
の
委
嘱
の
承
認
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

事
業
規
程
の
一
部
改
正
の
承
認
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
設
定
の

承
認
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

附
帯
決
議

第
13
号
議
案

役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
選
任
の

承
認
に
つ
い
て

　第
１
回
通
常
総
代
会
開
催
に
あ

た
り
、農
業
保
険
事
業
の
普
及
に
貢

献
い
た
だ
い
た
方
々
を
表
彰
い
た

し
ま
し
た
。（
順
不
同・敬
称
略
）

● 

㈲ 

畠
久
保
牧
場

● 

淵
田
　清
広

● 

御
領
　一
晴

● 

堀
ノ
内
　正
市

● 

西
　利
実

● 

上
白
木
　勇

● 

鮫
島
　春
信

● 

西
山
　一
郎

● 

榎
原
　辰
夫

● 

篠
﨑
　弘
人

● 

東
　博
光

● 

資
村
　浩
一

鹿
児
島
県
農
業

共
済
組
合
表
彰

Congratulation

令和2年度事業報告令和2年度事業報告 令和3年度事業計画令和3年度事業計画
引受面積　　1,264,477ａ

共済金額　　82億3,526万5,000円

引受面積　　1,375,332.4ａ
共済金額　　87億7,366万0,986円
支払共済金　1億7,962万0,792円

家畜共済

引受頭数　　797,318頭

共済金額　　1,400億8,583万2,000円

引受頭数　　819,333頭
共済金額　　1,488億3,720万9,534円
支払共済金　53億7,765万2,495円

果樹共済

引受面積　　2,980ａ

共済金額　　3,024万2,000円

引受面積　　2,938.5ａ
共済金額　　3,046万7,000円
支払共済金　455万7,510円

畑作物共済

引受面積　　454,662ａ

共済金額　　40億9,227万2,000円

引受面積　　458,979.9ａ
共済金額　　40億7,079万5,105円
支払共済金　7,814万8,596円

引受棟数　　8,219棟
共済金額　　127億3,881万9,218円
支払共済金　3,824万7,056円 園芸施設共済

引受棟数　　8,957棟

共済金額　　191億6,761万8,000円

建物共済

農機具共済

引受台数　　13,761台

共済金額　　323億1,000万円

引受台数　　13,668台
共済金額　　325億5,438万円
支払共済金　1億3,452万1,407円

引受棟数　　78,636棟
共済金額　　7,701億4,000万円
※保管中農産物補償　　引受口数　50口
　　　　　　　　　　　共済金額　5,000万円

引受棟数　　80,617棟
共済金額　　7,880億2,656万円
支払共済金　4億4,702万0,693円
※保管中農産物補償　　引受口数　5口
　　　　　　　　　　　共済金額　500万円

▶総代総数　　１９９名　　▶書面出席　　１９１名
▶本人出席　　　　８名　　▶出席者合計　１９９名

議長を務める堀之内総代

新型コロナウイルス感染症対策のため、各地区の総代１名が代表として出席し、慎重な審議が行われました

あいさつをする中間組合長

45 NOSAI かごしま



新
組
合
長
及
び
理
事・監
事
の
紹
介

　こ
の
た
び
、
令
和
３
年
７
月
１
日
よ

り
、
私
が
県
下
N
O
S
A
I
の
組
合
長

の
任
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県

域
合
併
後
、
日
の
浅
い
こ
の
時
期
に
大

役
を
お
引
き
受
け
し
、
改
め
て
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
本
年
も
予
想
だ
に
し
な
い
早

い
梅
雨
入
り
も
あ
り
、
集
中
豪
雨
や
台

風
等
の
災
害
の
頻
発
、
さ
ら
に
勢
い
を

衰
え
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　引
き
続
き
、
農
業
者
へ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
使
命
を
果
た

し
、
農
業
経
営
の
安
定
に
寄
与
で
き
る

よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
度
と
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
回
通
常
総
代
会
で
理
事
21
人
、
監
事
５
人
の
計
26
人
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
新

た
な
執
行
体
制
で
組
合
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
３
年

７
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
６
月
30
日
に
な
り
ま
す
。

特集①

組合長理事

蛭川 住治
ひるかわ すみはる

◆
新
組
合
長
挨
拶

◆
新
役
員

　新
組
合
設
立
に
伴
う
総
代
選
挙
に
よ
り
、
総
代
１
９
７
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
５
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

◆
総
代
の
役
割

　組
合
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、
組
合
員
総
会
に
代
わ
る
総
代
会
を
構
成
し
、
事
業
計
画
や

予
算
な
ど
組
合
運
営
の
方
向
性
を
決
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
選
挙
区

森
山
　文
夫

有
村
　高
信

福
永
　義
巳

中
間
　良
治

赤
星
　隆
雄

福
島
　雄
一

追
立
　幸
二

堀
之
内
　薫

馬
込
　保

南
　光
則

森
山
　和
人

田
淵
　眞
一

枕
崎
市
選
挙
区

山
崎
　巳
代
治

俵
積
田
　栄
作

指
宿
市
選
挙
区

江
﨑
　猛

秋
元
　了

水
迫
　智
弘

福
﨑
　志
信

坂
元
　正

外
薗
　弘

中
野
　弘
光

鐘
撞
　望

日
置
市
選
挙
区

中
園
　正
徳

鍛
治
屋
　隆
雄

松
尾
　幸
男

末
永
　義
弘

有
島
　助
一

的
場
　勝
広

妙
見
　義
弘

秋
葉
　久
治

地
頭
所
　衛

い
ち
き
串
木
野
市
選
挙
区

久
木
山
　純
広

西
村
　四
男

徳
重
　和
彦

南
さ
つ
ま
市
選
挙
区

西
　節
雄

中
原
　一
朗

上
村
　太

村
田
　廣
和

橋
口
　良
治

南
野
　文
夫

原
薗
　秀
雄

南
九
州
市
選
挙
区

寺
田
　義
文

馬
場
　敏
明

大
原
　誉
大

新
原
　誠

松
山
　利
一

西
野
　正
信

前
原
　国
利

五
反
田
　照
美

六
反
田
　達
郎

砂
走
　精
一

吉
永
　賢
三

大
倉
野
　忠
浩

市
之
瀬
　利
博

薩
摩
川
内
市
選
挙
区

川
畑
　新
一

小
牧
　勝
一
郎

内
山
　敏
定

草
留
　嘉
徳

三
角
　廣
行

茶
圓
　香
樹

猿
渡
　美
親

末
弘
　義
武

髙
嶺
　弥
兵
衛

田
口
　芳
明

古
川
　梓

髙
濵
　年
裕

谷
山
　隆
信

礒
道
　博
和

さ
つ
ま
町
選
挙
区

市
囿
　庄
一

佐
藤
　栄
作

豊
増
　晃
正

山
迫
　久
雄

米
丸
　伸
二

竹
之
内
　重
則

森
永
　洋

出
水
市
選
挙
区

本
村
　一
則

麦
生
田
　修

城
山
　一
則

樋
口
　安
夫

松
元
　勝
郎

土
﨑
　治
秀

徳
田
　英
一

中
道
　五
夫

田
下

　勉

阿
久
根
市
選
挙
区

上
脇

　久

上
野

　三
郎

大
川
内

　良
一

長
島
町
選
挙
区

飯
田

　満
穂

岩
下

　裕
二

濵
田

　幹
男

長
山

　久
義

伊
佐
市
選
挙
区

堂
園

　隆
之

大
塚

　公
一

古
川

　剛

椛
山

　博
幸

前
田

　学

山
口

　博
稔

丸
目

　純
久

姶
良
市
選
挙
区

坂
元

　廣
幸

山
上

　陸
男

七
ツ
谷

　光
徳

小
宮
路

　和
一

松
浦

　春
美

瀬
之
口

　利
夫

本
村

　正
一

霧
島
市
選
挙
区

末
重

　秋
雄

竹
下

　大
介

本
村

　竜
見

岡
村

　勝
敏

胡
广
ヶ
野

　力

臼
崎

　春
男

西
村

　裕
明

福
満

　淳
一

馬
場

　篤
政

修
行

　祐
太

種
子
田

　義
輝

西
代

　力

濵
田

　日
出
男

八
重
尾

　直
亮

原
田

　剛
志

柴
山

　博

西
川

　満

佐
々
木

　利
則

池
田

　芳
隆

湧
水
町
選
挙
区

福
寿

　光
男

上
窪

　広
人

佐
別
當

　政
博

橋
元

　義
嗣

前
田

　格
男

曽
於
市
選
挙
区

西
山

　重
夫

川
﨑

　安
雄

桑
幡

　末
男

井
手
上

　哲
郎

板
越

　育
雄

丸
鶴

　則
雄

薗
田

　藤
雄

古
川

　眞
一

早
崎

　大
二
郎

丸
山

　俊
雄

志
布
志
市
選
挙
区

道
山
　幸
治

萩
迫
　輝
巳

小
野
　義
昭

立
木
　幹
雄

渡
邊
　春
一

検
崎
　登
志
雄

鹿
屋
市
輝
北
町
・

大
崎
町
選
挙
区

隈
元
　茂
美

脇
田
　淳
一

稲
葉
　正
和

前
田
　貞
三

春
田
　範
雄

鹿
屋
市
（
除
く
輝
北

町
）
選
挙
区

池
畑
　義
人

竹
川
　鉄
舟

中
西
　勝

持
増
　喜
久
夫

城
ケ
原
　厚
己

福
元
　康
光

肥
後
　進
也

東
二
町
　清
美

城
ヶ
﨑
　良
一

垂
水
市
選
挙
区

大
山
　義
輝

園
田
　良
武

東
串
良
町
選
挙
区

松
田
　重
美

福
満
　善
行

肝
付
町
選
挙
区

上
村
　学

上
村
　敏
夫

市
來
　勝
義

柳
　一
夫

末
次
　健
一

錦
江
町
選
挙
区

稲
村
　幸
雄

貫
見
　広
幸

寺
田
　郁
哉

鮫
島
　廣
幸

南
大
隅
町
選
挙
区

池
之
迫
　博

大
久
保
　弘
行

永
吉
　敏
春

山
之
口
　勝
一

西
之
表
市
選
挙
区

中
村
　逸
夫

中
村
　正
幸

高
尾
野
　智
浩

中
種
子
町
選
挙
区

田
中
　満
男

古
市
　龍
馬

永
浜
　一
春

南
種
子
町
選
挙
区

河
野
　律
雄

砂
川
　茂
美

屋
久
島
町
選
挙
区

溝
口
　貴
也

奄
美
市
・
龍
郷
町
・

大
和
村
・
宇
検
村
・

瀬
戸
内
町
選
挙
区

奥
　輝
人

喜
界
町
選
挙
区

益
田
　豊
一

徳
之
島
町
選
挙
区

福
岡
　克
郎

川
畑
　猛

天
城
町
選
挙
区

久
田
　高
志

岩
元
　聡

伊
仙
町
選
挙
区

太
田
　淳
一

松
本
　修
市

和
泊
町
選
挙
区

盛
田
　英
世

知
名
町
選
挙
区

三
原
　利
昭

与
論
町
選
挙
区

福
　晃

原
田
　諭

新
総
代
が
決
定
し
ま
し
た

組
合
長
理
事

兼
肝
属
支
所
統
括
理
事 

蛭
川
　住
治
（
鹿
屋
市
串
良
町
）

副
組
合
長
理
事

兼
曽
於
支
所
統
括
理
事 

吉
村
　忠
文
（
曽
於
市
大
隅
町
）

南
薩
支
所
統
括
理
事 

今
村
　秀
一（
指
宿
市
）

北
薩
支
所
統
括
理
事 

井
手
上
　正
人
（
出
水
市
高
尾
野
町
）

中
部
支
所
統
括
理
事 

川
畑
　繁
（
霧
島
市
霧
島
）

熊
毛
支
所
統
括
理
事 

中
﨑
　和
行
（
中
種
子
町
）

大
島
支
所
統
括
理
事 

牧
野
　勝
久
（
龍
郷
町
）

南
大
島
支
所
統
括
理
事 

宮
永
　誠
（
伊
仙
町
）

理
　
　事
　
　
　

 

大
坪
　幸
博
（
南
九
州
市
川
辺
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

木
場
　俊
行
（
い
ち
き
串
木
野
市
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

竹
下
　道
夫
（
鹿
児
島
市
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

中
原
　良
治（
薩
摩
川
内
市
中
福
良
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

前
野
　浩
司
（
さ
つ
ま
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

相
良
　悟
（
霧
島
市
溝
辺
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

戸
田
　健
二
（
伊
佐
市
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

上
岡
　義
孝
（
曽
於
市
末
吉
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

吉
野
　寅
三
（
志
布
志
市
志
布
志
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

大
迫
　和
昭
（
垂
水
市
）

　
 

〃
　
　
　
　
　

 

平
原
　榮
（
錦
江
町
）

　

 
〃
　
　
　
　
　

 

白
河
　澄
雄
（
西
之
表
市
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

永
井
　弘
（
与
論
町
）

代
表
監
事 
河
内
野
　砂
雄
（
さ
つ
ま
町
）

次
席
監
事 
樋
渡
　洋
男
（
南
九
州
市
頴
娃
町
）

監
　
　事
　

 

上
野
　輝
男
（
鹿
屋
市
輝
北
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

坂
口
　純
徳
（
南
種
子
町
）

　

 

〃
　
　
　
　
　

 

相
良
　正
道
（
奄
美
市
笠
利
町
）

（
敬
称
略
）

▲写真後列左から大坪理事、相良監事、坂口監事、竹下理事、樋渡次席監事、永井理事、上岡理事、写真右上　木場理事
　写真中列左から上野監事、相良理事、戸田理事、白河理事、中原理事、大迫理事、平原理事、前野理事、吉野理事
　写真前列左から牧野理事、今村理事、井手上理事、河内野代表監事、蛭川組合長、吉村副組合長、川畑理事、中﨑理事、宮永理事
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令
和
２
年
７
月
豪
雨

　
　
　災
害
か
ら
一
年

経
営
再
建
へ

日
々
前
進

被
災
を
き
っ
か
け
に

再
発
防
止
へ

被
害
の
経
験
を

伝
え
て
い
き
た
い

　
豪
雨
で
川
内
川
が
増
水
し
、
堤
防
沿

い
に
作
付
け
し
て
い
た
水
稲
約
50
㌃
が
、

土
砂
の
流
入
に
よ
り
埋
没
等
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。「
昨
年
４
月
に
カ
ボ
チ
ャ

が
霜
害
に
遭
い
、
水
稲
こ
そ
は
と
思
っ

て
い
た
が
、
豪
雨
で
立
て
続
け
に
被
害

に
遭
っ
た
。
被
害
を
受
け
た
圃
場
は
、

例
年
の
半
分
く
ら
い
し
か
収
量
が
な
く

品
質
も
大
き
く
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
上
屋
敷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、「
被
災
当
初

は
河
川
の
土
砂
や
流
木
が
た
く
さ
ん
圃

場
に
入
っ
て
き
た
の
で
、
撤
去
作
業
に

苦
労
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
集
落

共
同
で
側
溝
に
流
入
し
た
土
砂
を
取
り

除
く
な
ど
復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

未
だ
完
全
に
復
旧
し
て
い
な
い
と
い
い

ま
す
。

ー
災
害
か
ら
一
年

　
経
営
再
建
に
向
け
、
例
年
通
り
の
作

付
け
を
目
標
に
日
々
の
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
上
屋
敷
さ
ん
。
現
在
は
、
町

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
被
害
を
受
け

た
圃
場
に
土
壌
を
入
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
業
者
を
手
配
し
て
い
る
状
況
だ
と
い

い
ま
す
。「
水
稲
は
、
耕
作
放
棄
地
を
引

き
受
け
な
が
ら
面
積
を
増
や
し
、
品
質

を
被
害
前
ま
で
戻
し
た
い
。
カ
ボ
チ
ャ

は
品
質
を
高
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
加
工
品

を
出
し
て
い
き
た
い
」
と
前
を
見
据
え

ま
す
。

　「
河
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
作
物
の
流

出
や
埋
没
の
被
害
を
受
け
た
。
過
去
に
も

同
じ
箇
所
が
繰
り
返
し
決
壊
し
て
い
る
の

で
、
豪
雨
災
害
に
強
い
河
川
改
修
を
行
政

等
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

す
。

ー
水
稲
と
ネ
ギ
が
収
穫
で
き
ず

　
前
田
さ
ん
方
で
は
水
稲
約
３
㌶
が
収
穫

皆
無
と
な
り
、
ネ
ギ
も
約
20
㌃
が
冠
水
し

収
穫
不
能
と
な
り
ま
し
た
。「
育
苗
中
の

苗
箱
も
２
０
０
枚
流
出
し
、
播
種
を
や

り
直
し
た
た
め
、
定
植
が
１
カ
月
遅
れ

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
水
を
確
保
す
る
た
め
、
用
水
路
内
の

倒
木
や
土
砂
等
の
除
去
作
業
、
電
気
柵

の
張
り
直
し
に
は
苦
労
し
た
と
い
い
ま

す
。「
大
幅
な
収
入
減
少
と
な
る
自
然
災

害
に
備
え
て
、
収
入
保
険
に
加
入
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
強
く
感
じ
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

ー
災
害
か
ら
一
年

　
復
旧
工
事
に
は
時
間
を
要
す
る
た

め
、
耕
作
の
目
処
が
立
た
な
い
圃
場
も

あ
る
と
い
い
ま
す
。「
地
域
の
若
手
農

家
や
新
規
就
農
者
に
、
今
回
の
災
害
で

の
経
験
や
、
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
て
、
収
入
保
険
な
ど
に
加

入
す
る
重
要
性
を
助
言
し
て
い
き
た

い
。
体
が
元
気
な
限
り
、
頑
張
っ
て
農

業
を
続
け
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま

す
。

　
管
理
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
、
希
少
な

カ
ン
キ
ツ
と
な
っ
て
い
る
ア
ン
コ
ー
ル

の
栽
培
に
取
り
組
む
梅
田
さ
ん
。
年
々

栽
培
し
て
い
る
農
家
が
減
り
、
県
内
で

は
ほ
と
ん
ど
作
付
け
さ
れ
て
い
な
い
と

い
い
ま
す
。「
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
と
比

べ
る
と
反
収
は
３
分
の
１
程
度
で
、
収

量
を
上
げ
る
の
が
難
し
い
。
品
質
の
い

い
も
の
が
多
く
で
き
た
時
は
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
る
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

ー
豪
雨
で
ハ
ウ
ス
が
被
害
に

　
所
有
し
て
い
る
園
芸
施
設
の
隣
の
崖

が
崩
れ
、
被
害
を
受
け
た
梅
田
さ
ん
。

当
時
を
振
り
返
り
、「
園
芸
施
設
共
済
で

共
済
金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
の
で
、
ハ

ウ
ス
の
修
復
の
際
に
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

ー
災
害
か
ら
一
年

　
被
災
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
崖
が
崩

れ
な
い
よ
う
傾
斜
を
緩
や
か
に
し
た
り
、

大
雨
に
な
り
そ
う
な
と
き
は
事
前
に
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
被
せ
て
、
崖
に
雨
が

染
み
込
む
の
を
少
し
で
も
抑
え
る
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
て
再
発
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　「『
カ
ン
キ
ツ
類
は
あ
ま
り
食
べ
な
い

が
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
つ
い
つ
い
食
べ
た

く
な
る
』
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
災
害
に
負
け
ず
、
栽

培
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

ま
す
。

　梅
雨
前
線
が
長
期
間
停
滞
し
、
記

録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
「
令
和
２
年

７
月
豪
雨
」。
鹿
児
島
地
方
気
象
台

に
よ
る
と
、
７
月
２
日
か
ら
降
り
始

め
た
雨
は
、
３
日
か
ら
断
続
的
に
激

し
い
雨
と
な
り
、
薩
摩
・
大
隅
地
方

を
中
心
に
大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。　県

内
で
は
、
本
土
を
中
心
に
被
害

が
発
生
。
河
川
の
氾
濫
・
土
砂
崩
れ

に
よ
り
、
水
田
へ
の
土
砂
の
流
入
や
、

冠
水
、
土
手
の
崩
落
に
よ
る
被
害
な

ど
多
数
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　本
県
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
激
甚
災
害

に
も
指
定
さ
れ
た
「
令
和
２
年
７
月

豪
雨
」。
一
年
経
っ
た
今
、
当
時
の

状
況
や
復
旧
に
向
け
て
の
活
動
な
ど

現
場
の
実
情
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
一
日
で
も

早
い
復
旧
を
願
う
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
農
業
者
の
経
営
の
損
失
を
補

て
ん
し
、
農
業
生
産
力
の
向
上
に
寄

与
で
き
る
よ
う
円
滑
な
事
業
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

梅
田 

重
明
さ
ん（
66
）

垂
水
市
市
木

経
営
内
容
　
●
イ
ン
ゲ
ン 

　  

ハ
ウ
ス
17
㌃
　

 

　
　
　
　  

●
ア
ン
コ
ー
ル
　
ハ
ウ
ス
16
㌃

う
め   

だ     

し
げ  

あ
き

　
　
前
田 

学
さ
ん（
64
）

伊
佐
市
大
口
山
野

経
営
内
容
　
●
水
稲
　
7･

5
㌶
　

 

　
　
　
　  

●
ネ
ギ
　
２
㌶
　

ま
え
　
だ
　 

ま
な
ぶ

上
屋
敷 

彰
さ
ん（
37
）

さ
つ
ま
町
柏
原

経
営
内
容
　
●
水
稲
　
　
　
１･

３
㌶

 

　
　
　
　  

●
カ
ボ
チ
ャ
　
40
㌃

か
み   

や   

し
き  

あ
き
ら

特集②

カボチャの苗を植え付ける上屋敷さん

「今回の災害の経験を生かして、若手農家に助言
していきたい」と話す前田さん

アンコールを収穫する梅田さん
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災害で作付不能

自然災害等で減収倉庫の浸水被害

為替変動で大損

取引先の倒産

けがや病気で収穫不能

市場価格が下落

盗難や運搬中の事故

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
か
ら

経
営
を
守
ろ
う
〜
ま
さ
か
の
収
入
減
を

　
　
　
　し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
〜

特
約
付
け
て
最
大
補
償
！

〜
大
小
の
リ
ス
ク
に
備
え
を
〜

　あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
や
、
最
大
で
９
割
の
農

業
収
入
を
補
償
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
的

だ
っ
た
の
で
２
０
１
９
年
か
ら
加
入
し
ま
し
た
。

　圃
場
が
山
間
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
近

は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。
特
に
２
０
２
０
年
は
、
基
腐
病

が
発
生
し
収
量
が
大
幅
に
減
少
。
葉
た
ば
こ
も

長
雨
の
影
響
で
日
照
不
足
と
な
り
、
同
じ
年
で

２
品
目
と
も
不
作
と
な
り
ま
し
た
。

　経
験
に
な
い
規
模
の
被
害
だ
っ
た
た
め
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
出
荷
が
終
わ
っ
た
12
月
に

N
O
S
A
I
職
員
に
相
談
し
、
つ
な
ぎ
融
資
を

申
請
し
ま
し
た
。
申
請
後
す
ぐ
に
融
資
を
受
け

ら
れ
、
資
材
代
の
支
払
い
な
ど
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。
万
が
一
に

備
え
る
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
農
業
収
入
が
増
え
る
こ
と
が
一
番
の

願
い
で
す
が
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
に
よ
り
一

定
の
収
入
が
補
償
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
し
て

作
業
に
専
念
で
き
ま
す
。

迫中 正人 さん (44)
南さつま市金峰町

葉たばこ ２.3㌶
焼酎・でん粉用サツマイモ4.3㌶
水稲 １.4㌶

こ
こ
が
よ
か
！ 

収
入
保
険

　収
入
保
険
は
、
販
売
収
入
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。
自

然
災
害
や
価
格
低
下
だ
け
で
な
く
、
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
リ
ス
ク
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
出
荷
停
止
や
価
格
低
下
な
ど
予
測
で

き
な
い
リ
ス
ク
に
も
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　青
色
申
告
の
実
績
を
基
準
に
補
償
す
る
こ
と
か
ら
、
青

色
申
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
加
入
の
条
件
に
な
り
ま
す

（
個
人
・
法
人
）。
ま
た
、
加
入
申
請
時
に
、
実
績
が
１
年

分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　園
芸
施
設
共
済
で
は
施
設
本
体
、
被
覆
材
の
損
害
に
対

す
る
補
償
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
約
プ
ラ
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
大
小
の
被
害
を
カ
バ
ー
で
き
る

特
約
プ
ラ
ン
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

①
　
付
保
割
合
追
加
特
約

　現
在
80
％
が
上
限
の
補
償
割
合
を
、
追
加
で
90
％

ま
た
は
１
０
０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
　
復
旧
費
用
特
約
の
補
償
を
引
き
上
げ

　耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
施
設
の
復
旧
費
用
が
、
耐
用
年
数

経
過
前
と
同
様
の
補
償
ま
で
引
き
あ
が
り
ま
す
。

　２
つ
の
特
約
に
加
入
す
る
こ
と
で
耐
用
年
数
に
か
か
わ

ら
ず
、補
償
額
の
上
限
は
新
築
時
の
資
産
価
値
の
１
０
０
％

と
な
り
ま
す
。

※

「
復
旧
費
用
」
に
つ
い
て
は

被
覆
材
に
係
る
も
の
は
補
償
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

③
　
小
損
害
不
て
ん
補
の
金
額
に

　
　
新
た
に
「
１
万
円
」
を
追
加

　少
額
被
害
の
最
低
支
払
い
対
象
基
準
を
最
も
低
い
「
３

万
円
も
し
く
は
共
済
価
額
の
５
％
」を
選
択
し
た
場
合
、「
損

害
額
１
万
円
を
超
え
た
ら
支
払
い
対
象
と
で
き
る
」
特
約

を
追
加
で
き
ま
す
。

　こ
ち
ら
の
特
約
付
帯
に
よ
る
追
加
掛
金
は
補
償
額
１
０

０
万
円
当
た
り
約
１
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

多
く
の
施
設
に
付
帯
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
３
月
末
現

在
で
４
，８
０
０
棟
も
の
施
設
に
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
。

　４
月
以
降
の
契
約
分
に
つ
い
て
は
本
体
の
補
償
価
額
が

増
額
さ
れ
ま
す
。
施
設
の
種
類
に
よ
っ
て
は
従
前
か
ら
倍

増
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

※

今
回
紹
介
し
た
特
約
等
に
つ
い
て
は
施
設
ご
と
に
選
択

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
契
約
か
ら
更
新
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　保
険
期
間
の
収
入
（
農
産
物
の
販
売
収
入
）
が
、
基
準

収
入
の
９
割
を
下
回
っ
た
と
き
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割

を
上
限
に
補
て
ん
し
ま
す
。

　２
０
２
０
年
契
約
分
に
係
る
保
険
金
等
の
支
払
い
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
４
月
30
日
現
在
、
契
約
数
９
２
８
件
の

う
ち
、
支
払
件
数
は
２
９
１
件
、
支
払
総
額
は
10
億
２
，

３
５
６
万
８
，８
３
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
支
払
い
を
受
け
た
方
で
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
ら

れ
た
件
数
は
、
１
２
７
件
、
融
資
総
額
は
５
億
７
，４
７
７

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経営規模

従来型 特約を追加

さこなか まさ ひと

▼
最
大
補
償
額
を
上
乗
せ

▼
小
さ
な
損
害
を
補
償
対
象
に

▼
本
体
の
補
償
を
さ
ら
に
手
厚
く

●
補
償
内
容

●
加
入
の
条
件

▼
２
０
２
０
年
契
約
保
険
金
等

　
支
払
状
況

令和２年度は
約３，８２０万円の
(549棟)共済金を
お支払いしました

▲2020年契約事故発生要因

▲園芸施設共済に①付保割合追加特約と②復旧費用特約を付けたイメージ

その他
鳥獣害

新型コロナ
ウイルス関連

病虫害

気象災害
42.6％21.7％

21.7％

4％
10％

耐用年数

時価補償部分
40%

100

80
（
４
割
か
ら
選
択
可
能
）

新設からの経過年数⇨

補
償
割
合
（
％
）

耐用年数

補
償
割
合
（
％
）

時価補償部分

❶＋❷で満額補償

復旧費用

100

80

新設からの経過年数⇨

❷復旧費用の
拡充部分

復旧費用
加入で耐
用年数後
も付保の
最大まで
補償❶付保割合

追加特約 50%

園芸施設共済 収入保険園芸施設共済
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NOSAI から
お知らせ

▲稼働中の細霧装置とファン（写真１）

　牛
は
暑
さ
に
弱
い
生
き
物
で
す
。

乳
牛
や
肥
育
牛
、
子
牛
は
特
に
弱
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
明
け
す

れ
ば
い
よ
い
よ
夏
本
番
、
牛
た
ち
に

と
っ
て
は
過
酷
な
季
節
に
な
り
ま

す
。　牛

の
環
境
適
温
の
上
限
は
15
℃
か

ら
25
℃
と
い
わ
れ
、
30
℃
を
超
え
る

と
生
産
性
が
低
下
し
ま
す(

表
１)

。

　具
体
的
に
は
、
採
食
量
の
低
下
、

飼
料
効
率
の
悪
化
、
繁
殖
成
績
の
悪

化
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
の
免
疫
力
の
低

下
に
よ
る
病
気
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
今
で
は
猛
暑
日
と
な
る
日
も
珍

し
く
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
暑
熱

対
策
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
】

　暑
熱
対
策
で
最
も
有
効
な
手
段
と

し
て
送
風
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
髪
が

な
び
く
程
度
の
風
で
も
体
感
温
度
は

約
10
℃
低
下
し
ま
す
。
細
霧
装
置
と

併
用
す
れ
ば
気
化
熱
で
さ
ら
に
涼
し

く
な
り
ま
す
（
写
真
１
）。

　ま
た
、
そ
の
他
の
対
策
と
し
て
は
、

寒
冷
紗
、
日
陰
樹
、
軒
の
延
長
、
裸

地
の
緑
化
、
空
気
の
流
れ
を
遮
る
も

の
の
撤
去
（
牛
舎
内
の
整
理
整
頓
）、

冷
水
給
与
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
の

清
掃
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　そ
れ
で
も
牛
が
熱
射
病
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
は

体
表
が
熱
く
な
り
、
体
温
は
40
℃
〜

42
℃
と
高
く
、
呼
吸
は
速
く
、
よ
だ

れ
を
垂
ら
し
、
餌
を
食
べ
な
く
な
り

ま
す
。
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
通
気
の

良
い
日
陰
に
移
動
さ
せ
、
冷
水
や
送

風
で
体
を
冷
や
す
な
ど
応
急
処
置
を

済
ま
せ
、
獣
医
師
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
　暑
熱
対
策
の
す
べ
て
を
完

璧
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
牛

舎
を
よ
く
観
察
し
て
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

曽於家畜診療センター
津曲 圭太 獣医師

表１　牛の適温域と高温生産限界温度

哺乳子牛

肥育牛

乳牛

適温域 (℃) 生産限界温度
高温限界 (℃)

13～ 25

10～ 15

15～ 25

4～ 24

32

30

30

27

療所診
だより

暑
さ
か
ら
牛
を
守
り
ま
し
ょ
う

繁殖牛
(肉用牛 )

農
作
物
共
済

畑
作
物
共
済

水
稲
共
済
加
入
の
皆
さ
ま

普
通
期
水
稲
掛
金
の
払
込
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

被
害
申
告
は
必
ず

収
穫
前
に
お
願
い
し
ま
す

大
豆
共
済
の
申
し
込
み
が

ス
タ
ー
ト

収
入
保
険

事
故
が
発
生
し
た
ら

そ
の
他

掛
金
は
口
座
振
替
で

営
農
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
ら

乳
白
粒
な
ど
外
見
で
判
断
が

難
し
い
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　掛
金
等
払
込
期
限
は
７
月
末
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、
共
済

関
係
の
解
除
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　面
積
な
ど
作
付
け
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
変
更
に
と
も
な

う
掛
金
等
の
増
額
分
が
、
指
定
す
る
期
限

ま
で
に
納
入
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
被
害

が
あ
っ
て
も
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　早
期
水
稲
の
収
穫
が
、
早
い
地
区
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
損
害
評
価
に
は
、
収
穫

前
の
被
害
申
告
が
必
要
で
す
。
加
入
方
式

等
に
よ
っ
て
被
害
申
告
の
基
準
・
内
容
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
収
穫
前
に
加
入

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　被
害
耕
地
に
立
札
が
無
い
と
、
場
所
が

特
定
で
き
ず
、
評
価
が
で
き
ま
せ
ん
。
被

害
申
告
の
立
札
は
目
立
つ
よ
う
な
場
所
に

設
置
し
、
風
で
飛
ん
だ
り
、
文
字
が
見
え

な
く
な
ら
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
が
終

了
す
る
ま
で
は
立
札
を
抜
き
取
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　出
穂
期
以
降
の
日
照
不
足
や
高
温
障
害

等
に
よ
り
登
熟
不
良
（
乳
白
米
等
）
な
ど
、

外
見
で
は
判
断
し
に
く
い
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は
収
量
で

評
価
す
る
た
め
、
共
済
金
支
払
い
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
広
範
囲
に
多

数
発
生
す
る
事
態
に
限
り
、
特
例
的
に
共

済
減
収
量
に
加
味
し
た
損
害
評
価
（
特
例

措
置
）
を
実
施
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
被
害
申
告
し
た
場
合
で
も
、
通

常
の
損
害
評
価
同
様
、
必
ず
し
も
共
済
金

の
支
払
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　令
和
３
年
産
大
豆
共
済
の
申
し
込
み
が

始
ま
り
ま
す
。
加
入
申
込
書
の
提
出
期
限

は
７
月
末
日
で
す
。
期
限
内
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　掛
金
等
の
払
込
期
限
は
８
月
末
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
水
稲
共
済
と

同
様
、
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は

共
済
関
係
の
解
除
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　掛
金
等
払
込
期
限
は
７
月
末
日
で
す
。

期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
産
　 う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

令
和
４
年
産
　 す
も
も

令
和
５
年
産
　ぽ
ん
か
ん
・
た
ん
か
ん
・

　
　
　
　
　
　 ぶ
ん
た
ん

　自
然
災
害
や
病
虫
害
等
に
よ
り
、
対
象

農
産
物
等
の
種
類
ご
と
に
１
割
以
上
の
収
入

減
少
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
事

故
の
発
生
状
況
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　そ
の
際
、
つ
な
ぎ
融
資※

１
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
事
故
通
知
と
併
せ
て
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　保
険
期
間
中
の
営
農
計
画
に
つ
い
て
、

作
付
面
積
や
品
目
等
の
変
更
が
あ
る
場

合
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等
遵
守
）

の
徹
底
を
図
る
た
め
、
共
済
掛
金
等
を
口

座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
最
寄
り
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

１
　保
険
金
の
支
払
は
、
保
険
期
間
の
終
了
後
に

な
り
ま
す
が
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
等
に
よ
り
保

険
金
の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
保
険
期
間

中
で
も
Ｎ
О
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
無
利
子
の
つ
な
ぎ

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

果
樹
共
済

掛
金
の
払
込
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

information
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桜島の大きさに
感動しました

中部支所　南部診療所

吉田　周（31）
よしだ　　しゅう北薩支所　収入保険課

脇　直哉（26）
わき　　 なおや

大島支所　事業推進係

栄　広久（60）
さかえ　ひろひさ

新 入 職員紹 介
25名の仲間が増えました！
みなさんに趣味や好きなものを披露してもらいました。

体力には自信が
あります

野球で鍛えた
肉体で頑張り
ます

熊毛支所　家畜課

遠藤　伊知郎（24）
えんどう　  い ち ろう

人を楽しませる
のが

大好きです

肝属支所　東部診療所

今西　真都香（33）
いまにし　　ま　ど　か

周囲とのコミュ
ニケーションを
大事に

南大島支所　地域推進課

政岡　那音（21）
まさおか　　な おと

徳之島の海が
大好きです

初心を忘れず
一人前の獣医に
なります

未熟者ですが
一生懸命
頑張ります

曽於支所　南部診療所

辻　笑子（26）
つじ　　 えみ こ

名前の通り、
笑顔いっぱいで
働きます

Ｕターン就職を
NOSAIで
叶えました

今年は大漁を
目指します

肝属支所　東部診療所

小野寺　陽太（35）
お の でら　　よう た

一日一日成長
できるように
頑張ります

わからないことを
１つ１つ勉強して
いきます

診療業務を全力
で頑張ります

大島支所　喜界出張所

上間　笑菜（33）
うえ ま　　 えみな

小さなことに
日々、感動

南大島支所　徳之島診療所

木村　拓海（24）
き むら　　たくみ

ポジティブな
性格を生かして
頑張ります

本所　臨研センター

中島　康子（40）
なかしま　　やすこ

大好きな牛の仕事に
就けたので、楽しく
働きたいです

笠利町は
最高です

大島支所　笠利診療所

郡　佐知（34）
こおり　　さ　ち

仕事と家事・育児
の両立を頑張り

ます

南薩支所　事業課

赤岩　宗一郎（23）
あかいわ　  そういちろう

明るく笑顔で
業務を行います

初心を忘れず
頑張ります

肝属支所　地域推進課

今村　健太朗（22）
いまむら　　けん た ろう

鹿児島の
農業のために
頑張ります

診療所の
先輩方のように
なりたいです

農家の方の
役に立てるよう
頑張りたい

みなさま、どうぞ
　　　よろしくお願い致します！

南薩支所　地域推進課

谷口　和正（22）
たにぐち　  かずまさ

趣味：ゲーム

趣味：マンドリン
趣味：トラクターの運転

南薩支所　指宿診療所

柳田　天靖（24）
やなぎた　　てん や

趣味：カメラ

曽於支所　中部診療所

濵田　悠平（28）
はま だ　　 ゆうへい

好きなもの：唐揚げ

南薩支所　総務企画課

川原　菜緒子（22）
かわはら　　な　お　こ

趣味：よさこい

趣味：野球趣味：お店探し
南薩支所　日置診療所

柳田　裕介（29）
やなぎだ　  ゆうすけ

趣味：料理

趣味：サッカー

南大島支所　徳之島診療所

池谷　幸恵（32）
いけたに　　ゆきえ

趣味：釣り

南大島支所　徳之島診療所

松村　宙輝（29）
まつむら　   ひろ き

趣味：バイク

趣味：お菓子作り

曽於支所　北部診療所

田畑　奨一（28）
た ばた　   しょういち

趣味：釣り

趣味：読書

南薩支所　川辺診療所

田中　駿旭（32）
た なか　　としあき

趣味：釣り

趣味：バスケットボール

趣味：ダイビング

趣味：水泳

趣味：テニス

趣味：卓球

趣味：運動

中部支所　北部診療所

米丸　友佳子（26）
よねまる　　 ゆ   か  こ

特技：たこ焼きを丸く焼く

趣味：素潜り

北薩支所　地域推進課

伊藤　雄大（21）
いとう　　  ゆう た

趣味：ライブ鑑賞

2021

産業動物臨床の
本場で働ける
ことを嬉しく
思います

1415 NOSAI かごしま



鹿児島県農業共済組合広報誌

特
集
特
集

本 所   
南薩支所 
北薩支所 
中部支所
曽於支所

鹿児島市鴨池新町12-4                
南九州市川辺町平山6140             
薩摩郡さつま町轟町13-1
霧島市溝辺町有川2103 
曽於市大隅町月野2253

TEL 099-255-6161                  
TEL 0993-58-3100 
TEL 0996-21-3131
TEL 0995-59-3211
TEL 099-482-0205

肝属支所  
熊毛支所  
大島支所
南大島支所

鹿屋市田淵町1475-5
熊毛郡中種子町野間6410-8  
奄美市笠利町大字中金久162-2   
大島郡伊仙町阿三1379-1

TEL 0994-48-3180                
TEL 0997-27-2278
TEL 0997-63-2442
TEL 0997-86-2389

※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、商品発送以外の目的に使用することはありません。

② 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
一
年

① 

第
１
回
通
常
総
代
会

愛読者プレゼント [ 応募方法 ] ハガキまたはファックス、メール、応募フォームで、
❶住所、氏名、年齢、職業❷電話番号❸取り上げてほしい企画や
内容❹わたしの町のおすすめスポット❺広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」
についてのご意見・ご感想をお書きのうえ、ご応募ください。
なお、当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係まで

ハガキ

メール kikakunr46@sand.ocn.ne.jp
ファックス 099‐255‐6190

応募フォーム 右のQRコードから応募できます。８月31日(火）必着
締め切り

「走る鶏のマヨネーズの詰め合わせセット」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。
➡商品詳細はP３をご覧ください。

トマトは、上部分を切り落としア  中身をくり抜きイ  逆さ
にしてウ おき、中身と切り落とした部分は、1cmの角切り
にして両方ともに水気をしっかり切っておく。
※キッチンペーパーを使うと水気が取れやすいです。

1.

フライパンにBを入れ火をつけ香りが立ってきたらAを炒める。
タマネギが透き通ってきたら鶏こま切れ、カレー粉を入れ炒め火を通す。
塩・コショウをして少し濃いめに味を調え粗熱を取っておく。

2.

2と角切りにしたトマトをCで和え1のトマトカップに入れ、Dのソース
を皿に敷きその上に置く。ソース少量を掛けドライパセリを飾る。

3.

子育て支援情報誌
「クレセール」で野
菜が好きになるレ
シピ「ママの晴れ
ごはん」を掲載中。

フードコーディネーター

前田  茂子

調理時間
約20分

　暑
い
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
の
、爽
や
か
な

ヨ
ー
グ
ル
ト
入
り
の「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ

ー
ス
」で
す
。

　抗
酸
化
作
用（
リ
コ
ピ
ン
）や
疲
労

回
復
作
用（
ク
エ
ン
酸
）に
優
れ
た
ト

マ
ト
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
夏
バ
テ
予
防

に
も
最
適
で
す
。

トマト ………………… 中４個 （直径約7～8cm）
　タマネギ　………… 小1/3～1/2個 （約60g） 
　パプリカ赤・黄 …… 各1/4個 （各30g）
　オリーブオイル …… 小さじ2
　ニンニク　………… 小さじ1/2 （みじん切り）
鶏こま切れ…………… 120g
カレー粉（無塩）　…… 小さじ1+1/2 
塩・コショウ ………… 少々
　マヨネーズ………… 大さじ1+1/2
　マヨネーズ………… 大さじ6
　ヨーグルト ………… 大さじ6
ドライパセリ（飾り用）…  少々

1cmの
角切りに
切っておく

材料（４人分）　

製品によって塩が
入っている物がある
ので注意！

!

A

B

D

C

作り方

断面図
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この冊子は、環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。
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